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1. 4He結晶の平衡状態と結晶成長の特徴 1,2)












????? ? ? ???































































)2 -W喜(kト ikwu･ (5)
a)o(k)は流れのない時の振動数で,重力の効果も入れると

































散乱関数の時間依存性を示 している｡時間と共に (100)ブラッグ点 (qc=0)の強度が増大,
qc方向の半値巾が減少してお り,層間の秩序が進行していることを示しているo 秩序化が始
まって約 10時間の間に33ケの散乱関数を測定し,スケーリングプロットをしたのが第 2図で
あるo横軸は半値巾 Aq(i)でスケールした波数,縦軸は qc-0の位置で1に規格化 してあ
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